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ていく事の大切さを感じた。」
以上の結果を概観すると、「学校」を拠点とした教
師・保護者・地域づくり支援といった本プロジェクト
の狙いが、このシンポジウムにおける参加型ワークの
実践を通じて十分に理解されていったことが分かる。
以上のように、これまでの橋本市における家庭教育
支援員の養成プロセス、および一回限りではあるが保
護者や教師、大学生、地域住民といった多様で異質な
他者が集ったシンポジウムにおける参加者アンケート
の分析の結果から、『地域における「参加型ワーク
ショップ」の継続は、地域社会における市民らの市民
性（シチズンシップ）資質の向上に寄与し得る』とい
う仮説が導き出されたと言える。
６．本プロジェクトの今後の課題抽出
次に、橋本市における幼稚園、小学校、中学校にお
ける現場教諭５名と橋本市教育委員会「家庭教育支援
室」スタッフ（３名）、シンポジウムでワークショップ
講師を担当した本研究著者の一人である水田恵美氏、
そして和歌山大学教育学部附属教育総合実践センター
「教育環境支援プロジェクト」代表である著者（本村
めぐみ）を交えたメンバーによる「プロジェクト企画
推進委員会」を設立し、とりわけ橋本市で展開してい
く本プロジェクトの今後の課題抽出を参加型議論??に
よって行った成果が資料１である。
手法としてはKJ法を用い、最終的には著者（本村）
１．「継続性」を持つ
…「参加型学級懇談会の促進継続：新たな人の参加を求めて」
…「市の事業として、定期懇談会を実施する」
…「参加型学級懇談会を行うモデル学級を募って、継続的観察」
…「とにかく自分が一度は参加型学級懇談会をしてみる」
２．「参加型学級懇談会」の普及活動：お誘い＋訪問＋実践
…「ほかの先生方にも参加して貰うように誘う（ワークショップに）」
…「校内研修を行い、学級・学年ごとに実践へ」
…「学校へ出向いての先生向けワークショップ・研修会の開催」
…「地域集団の中へ入っていって参加型ワークを体験して貰う」
…「校長先生からの指導（参加型ワークを経験するように）を仰ぐ」
３．「参加型」の定着を目指す
…「無理をして広げるのではなく、参加者間の深まりに注目をしていく」
…「現職教育として参加型ワークショップを開催する」
…「職員会議も参加型ワークショップにする」
…「学級懇談会への参加のしにくさや、誤解を取り払っていく」
…「井戸端会議を中心に広めていく」
４．「参加型学級懇談会」普及のための工夫や方法
…「学級開きのときに、子どもたちに“参加型”を経験してもらう」
…「子どもたちの意欲的な姿から親を巻き込む」
…「学年を超えて保護者の横だけでなく、タテ繋がりを作る」
…「学級単位ではなく、学校単位で?」
…「本プロジェクト企画の内容を各学校に広報し、先生たちへの参加を促す」
…「同じ“趣味”を基点に、参加するメンバーの輪を拡大する」
５．学校から「地域」への拡大の展望を持つ
…「保護者や地域住民に一定の役割を担って貰い、先生たちの負担は減じる方向性」
…「保護者＋子どもを伴った参加型の企画」
…「親と子、親と子と地域の人との繋がりを作り、何かを一緒にする」
…「学校のなかに地域にいる“遊びの達人”を呼び込んで役割を担って貰う」
…「“遊び”を通じて子ども、保護者が繋がるしくみ」
…「子どもの見守り手として若者（学生）を取り込む」
…「地域の拠点（集いの場）づくりをする」
…「“懇談会”という名称に代る魅力的なネーミングに変更をする」
６．「発展」のためにすべきこと
…「一年を通じての参加型学級懇談会のモデル・プログラムをつくる」
…「多数の市で行い（成果や効果を）比較する」
…「参加型の促進によって、どれだけ参画的な“市民性（シチズンシップ）”が高められたのかを数値化して測定出来る
ようになること。」
【資料１】本プロジェクトにおける発展・展開の方向性
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学校を拠点とした「参画型市民社会」の形成
が各コンテンツを資料１のように「本プロジェクトに
おける発展・展開の方向性」としてまとめた。資料１
においては、１～６の次元を大項目とし、おおよそ時
系列に取り組むべき事柄として記述している。具体的
なキーワードは「１．継続性」「２．参加型の普及」「３．
参加型の定着」「４．参加型の普及・定着のための工夫」
「５．学校から地域への拡大展望」「６．発展的展開の
ための具体案」の６次元が挙げられた。「参加型学級懇
談会」を学校（教師）の中だけの取組みとして終わら
せないためには、特に５．に挙げられた「学校」を地
域社会の拠点、すなわち市民らがそのネットワークを
構築する場や機会として、いかに機能させて行けるか
どうか、であろう。
７．本プロジェクトの現在
以上の課題に沿って、現時点では橋本市における複
数の幼稚園、小学校、中学校を「参加型学級懇談会」
を推進していくモデル学級として、協力を要請してい
る。
これらの学級には、少なくとも１年間を通じて時系
列な追跡調査を見込み、実際にすでに中学校における、
ある学級では１年を見越した参加型学級懇談会の実施
と調査がスタートしている。
また、和歌山県内の小中学校においても、「学校」を
拠点とした「参加型学級懇談会」の推進と継続が、地
域における市民性の成熟にいかに寄与し得るかを明ら
かにするために、現時点（H22年５月）では和歌山大学
附属小学校においても複数のクラスに、モデル学級と
しての協力を要請し、橋本市のモデル学級と同様の指
標を用いて時系列な調査に乗り出している。
本プロジェクトは、本年度（H22）を含めて少なくと
も３年間継続の見通しを持っている。最後に、橋本市
や和歌山市をフィールドとした本プロジェクト全体の
これからの大きな目標と課題を提示する。
課題の第一は、橋本市や和歌山市といった地域の特
性の違いや、あるいは社会階層の異なりによって、い
かに「参加型学級懇談会」を包摂する「参加型ワーク
ショップ」の実践継続が市民性（シチズンシップ）の
育みに貢献し得るのかを明らかにすることである。
第二に、それらの取組みによって、どれだけ参画的
な“市民性（シチズンシップ）”が高められたかを数値
化して測定出来るように、その測定尺度を精緻化して
いくことにある。
第三に、個々の地域性やその個別性や多様性に応じ
た「学校」を拠点とした「市民性（シチズンシップ）」
教育プログラムの開発にかかることである。
そして、最後に、こうした参加型の集いの場へのア
クセスを阻まれるような家庭状況、もしくは資源の欠
損状況にある個々人、もしくは個々の家庭への支援も
視野に入れておくことを考えている。
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【注】
１）なお、この企画推進会議には本村研究室に所属する複数名
の３回生が共に参加し、議論に加わった。本プロジェクトに
は学生研究員たちが多く関わっていることがひとつの特徴
であり、彼らのシチズンシップ資質の変化にも今後注目し
ていきたい。
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